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１１

憲憲
法法
のの
改改
正正

（（
１１
））
「「
戦戦
争争
放放
棄棄
」」
「「
戦戦
力力
不不
保保
持持
」」
「「
交交
戦戦
権権
否否
認認
」」
条条
項項
のの
削削
除除

（（
２２
））
緊緊
急急
事事
態態
条条
項項
のの
整整
備備

２２

安安
全全
保保
障障
政政
策策
のの
見見
直直
しし

（（
１１
））
我我
がが
国国
防防
衛衛
をを
担担
うう
軍軍
事事
組組
織織
のの
明明
確確
化化

（（
２２
））
軍軍
人人
にに
準準
ずず
るる
地地
位位
とと
しし
てて
のの
「「
防防
衛衛
官官
（（
仮仮
称称
））
」」
のの
制制
定定

（（
３３
））
防防
衛衛
法法
制制
のの
見見
直直
しし

３３

防防
衛衛
力力
のの
強強
化化

（（
１１
））
よよ
りり
主主
体体
的的
なな
防防
衛衛
力力
のの
構構
築築

（（
２２
））
防防
衛衛
装装
備備
移移
転転
のの
促促
進進

（（
３３
））
継継
戦戦
基基
盤盤
のの
強強
化化

（（
４４
））
統統
合合
作作
戦戦
能能
力力
のの
進進
化化

（（
５５
））
戦戦
力力
組組
成成
のの
抜抜
本本
的的
転転
換換

（（
６６
））
省省
庁庁
間間
協協
力力
のの
ささ
らら
なな
るる
推推
進進
及及
びび
各各
省省
庁庁
所所
管管
規規
制制
等等
のの
改改
善善

４４

人人
的的
基基
盤盤
のの
強強
化化

（（
１１
））
退退
職職
後後
のの
自自
衛衛
官官
をを
雇雇
用用
すす
るる
新新
たた
なな
制制
度度
（（
準準
防防
衛衛
官官
（（
仮仮
称称
））
））

のの
創創
設設

（（
２２
））
退退
職職
自自
衛衛
官官
にに
対対
すす
るる
新新
たた
なな
年年
金金
制制
度度
等等
のの
創創
設設

（（
３３
））
戦戦
死死
傷傷
者者
及及
びび
家家
族族
にに
対対
すす
るる
国国
家家
とと
しし
てて
のの
対対
応応
のの
具具
体体
化化

５５

安安
全全
保保
障障
にに
関関
すす
るる
国国
民民
全全
体体
のの
意意
識識
のの
高高
揚揚

（（
１１
））
安安
全全
保保
障障
教教
育育
のの
充充
実実

（（
２２
））
国国
民民
にに
対対
すす
るる
安安
全全
保保
障障
関関
連連
情情
報報
のの
発発
信信
拡拡
大大

６６

日日
米米
同同
盟盟
のの
ささ
らら
なな
るる
強強
化化

（（
１１
））
日日
米米
統統
合合
共共
同同
作作
戦戦
能能
力力
のの
強強
化化

（（
２２
））
拡拡
大大
抑抑
止止
のの
強強
化化

11
月
18
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ

谷
に
お
い
て
第
52
回
中
央
防

衛
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
家
基
本
問

題
研
究
所
理
事
長
・
櫻
井
よ

し
こ
氏
の
基
調
講
演
の
後
、

明
治
大
学
教
授
・
飯
田
康
之

氏
と
元
陸
上
幕
僚
長
・
岩
田

清
文
氏
が
加
わ
り
、
産
経
新

聞
東
京
編
集
局
編
集
長
の
田

北
真
樹
子
氏
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
と
な
り
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
会
場

収
容
定
員
の
２
８
０

名
を
超
え
る
約
３
０

０
名
の
聴
講
者
の
前

で
行
わ
れ
、
同
時
に

Y
o
u
T
u
b
e

で
ラ
イ

ブ
配
信
を
実
施
し
た

ほ
か
、
12
月
１
日
か

ら
録
画
配
信
し
て
い
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の

内
容
の
サ
マ
リ
ー
は
次
の
と

お
り
。

櫻櫻
井井
よよ
しし
ここ
氏氏
のの
基基
調調
講講
演演

櫻
井
氏
は
基
調
講
演
で
、

日
本
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
る

現
状
認
識
と
し
て
「
日
本
は

情
報
発
信
が
乏
し
く
、
国
民

の
安
全
保
障
へ
の
理
解
が
小

学
生
レ
ベ
ル
に
あ
る
」
と
述

べ
、
特
に
中
国
の
動
向
と
台

湾
情
勢
を
正
確
に
捉
え
る
必

要
性
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
在
大
阪
中
国
総
領

事
に
よ
る
暴
言
問
題
や
「
存

立
危
機
事
態
」
を
め
ぐ
る
国

会
論
戦
に
触
れ
、
メ
デ
ィ
ア

や
政
治
家
が
状
況
を
誤
解
し

て
い
る
点
を
指
摘
。
日
本
が

中
国
に
対
し
て
曖
昧
な
姿
勢

を
取
れ
ば
国
際
秩
序
の
中
で

不
利
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
高
市
総
理
は
発
言
を
撤

回
せ
ず
、
日
本
と
し
て
の
立

場
を
明
確
に
発
信
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
た
。
さ
ら

に
、
台
湾
問
題
は
も
は
や
中

国
の
内
政
問
題
と
し
て
処
理

で
き
る
段
階
に
は
な
く
、
武

力
統
一
の
可
能
性
が
あ
る
以

上
、
日
本
も
責
任
あ
る
立
場

を
取
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
パ
ネ
ラ
ー
の
岩
田
氏

と
飯
田
氏
の
２
名
が
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
発
表
し
、
田
北
モ

デ
レ
ー
タ
ー
の
質
問
に
対
し
、

櫻
井
氏
も
加
わ
っ
た
３
名
に

よ
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。

〇〇
岩岩
田田
氏氏
発発
表表
内内
容容

岩
田
氏
は
最
初
に
、
中
国

人
民
解
放
軍
の
台
湾
侵
攻
準

備
が
「
演
習
段
階
を
超
え
て

作
戦
準
備
状
態
に
入
り
つ
つ

あ
る
」
と
衛
星
画
像
等
を
用

い
て
分
析
し
た
現
状
を
説
明

し
た
。

中
国
は
ミ
サ
イ
ル
３
１
０

０
発
の
増
強
、
台
湾
封
鎖
訓

練
の
反
復
、
空
母
打
撃
群
の

外
洋
展
開
、
さ
ら
に
は
台
北

市
街
地
を
模
し
た
巨
大
演
習

場
の
建
設
な
ど
、
「
２
０
４

９
年
の
中
華
民
族
復
興
」
に

向
け
て
軍
事
力
を
急
拡
大
。

台
湾
有
事
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
の
関
与
の
有

無
が
戦
況
を
左
右
す
る
と
さ

れ
、
現
状
に
お
い
て
は
日
本

の
戦
略
見
直
し
が
急
務
だ
と

強
調
し
た
。
ま
た
、
米
中
の

軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
、
米

国
の
本
土
防
衛
優
先
と
い
う

方
針
転
換
の
兆
し
を
踏
ま
え
、

日
本
は
装
備
移
転
・
情
報
戦

組
織
・
防
衛
産
業
育
成
・
自

衛
官
処
遇
改
善
・
核
抑
止
・

憲
法
改
正
な
ど
７
項
目
の
早

急
な
改
革
が
必
要
と
訴
え
た
。

〇〇
飯飯
田田
氏氏
発発
表表
内内
容容

飯
田
氏
は
経
済
政
策
の
視

点
か
ら
、
中
国
と
沖
縄
報
道

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
そ
し
て
高
市

政
権
の
経
済
政
策
の
本
質
を

説
明
。
高
市
政
権
は
「
危
機

管
理
・
投
資
」
を
中
核
と
し
、

こ
れ
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
延

長
で
は
な
く
「
現
代
サ
プ
ラ

イ
サ
イ
ド
経
済
論
」
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。

特
に
、
防
衛
産
業
を
成

長
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
、
高
圧
経
済
（
人
手
不

足
の
状
態
を
あ
え
て
作
っ
て
、

経
済
を
強
く
す
る
考
え
方
）

を
活
か
し
た
技
術
導
入
促
進
、

人
的
資
本
へ
の
投
資
の
重
要

性
を
述
べ
、
ま
た
、
西
側
諸

国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
断

絶
が
広
が
り
、
西
側
で
製
造

力
が
弱
っ
た
中
で
、
日
本
は

技
術
・
人
材
・
産
業
基
盤
を

維
持
し
て
お
り
、
国
が
本
気

で
防
衛
産
業
を
育
て
れ
ば

「
世
界
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
中
核
」
を
担
え
る
だ
け

の
土
台
が
あ
る
と
述
べ
た
。

〇〇
３３
者者
にに
よよ
るる
討討
議議
（（
櫻櫻
井井

氏氏
・・
岩岩
田田
氏氏
・・
飯飯
田田
氏氏
））

討
議
で
は
「
日
本
が
中
国

に
対
し
て
持
ち
得
る
切
り
札

は
何
か
」
が
テ
ー
マ
に
。
岩

田
氏
は
中
国
共
産
党
の
最
大

の
脆
弱
性
は
「
国
内
民
意
」

で
あ
り
、
日
本
は
情
報
発
信

力
の
強
化
を
抑
止
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
と
主
張
。
櫻

井
氏
は
、
日
本
に
は
レ
ア
ア
ー

ス
資
源
や
技
術
力
な
ど
多
く

の
潜
在
的
切
り
札
が
あ
り
、

現
実
を
直
視
し
自
信
を
持
つ

べ
き
だ
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

日
本
・
台
湾
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

備
蓄
や
イ
ン
フ
ラ
協
力
な
ど
、

具
体
的
な
戦
略
的
支
援
が
日

本
の
役
割
に
な
る
と
強
調
。

飯
田
氏
は
、
急
激
な
少
子

化
に
よ
り
中
国
の
人
的
戦
力

は
20
〜
30
年
で
大
幅
に
弱
体

化
す
る
と
し
、
「
時
間
は
日

本
の
味
方
で
あ
る
」
と
分
析
。

西
側
に
よ
る
レ
ア
ア
ー
ス
供

給
網
整
備
も
中
国
の
攻
勢
を

鈍
ら
せ
る
要
因
に
な
る
と
し

た
。
最
後
に
櫻
井
氏
は
、
高

市
総
理
の
発
言
が
中
国
に
と
っ

て
強
い
抑
止
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
が
主

体
的
に
戦
略
を
構
築
す
べ
き

だ
と
結
ん
だ
。

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広
様

５
千
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

野
口
英
臣
様

１
万
円

（
順
不
同
十
一
月
三
十
日
現
在
）

つつばばささ会会水水交交会会陸陸修修偕偕行行社社隊隊友友会会

岩
﨑
隊
友
会
理
事
長
、
湯
浅
陸
修
偕
行
社
安

全
保
障
委
員
会
委
員
長
、
村
川
水
交
会
専
務
理

事
、
杉
山
つ
ば
さ
会
会
長
は
、
11
月
27
日
、
小

泉
防
衛
大
臣
に
対
し
令
和
７
年
度
政
策
提
言
書

を
提
出
し
た
。
今
年
度
は
、
国
家
防
衛
戦
略
等

３
文
書
の
改
訂
を
次
年
度
に
控
え
、
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
の
進
捗
を
前
提
と
し
た
更
な
る
未

来
を
見
据
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
日
、

大
臣
に
先
立
ち
大
和
防
衛
事
務
次
官
を
訪
問
し

政
策
提
言
書
の
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
10
月

27
日
に
は
４
幕
僚
長
へ
の
説
明
を
実
施
し
て
い

る
（
隊
友
11
月
号
参
照
）
。

冒
頭
、
岩
﨑
理
事
長
の
挨
拶
、
西
担
当
執
行

役
の
説
明
の
後
、
各
団
体
か
ら
は
「
自
衛
隊
と

自
衛
官
の
地
位
の
明
確
化
、
情
勢
緊
迫
時
の
各

省
庁
間
協
力
に
関
す
る
具
体
的
な
処
置
と
演
練

に
つ
い
て
（
陸
修
偕
行
社
）
」
「
有
事
に
お
け

る
民
間
力
の
活
用
の
具
体
策
に
つ
い
て
（
水
交

会
）
」
「
反
撃
力
の
実
効
性
の
保
持
、
不
要
に

な
っ
た
弾
薬
の
処
理
に
つ
い
て
（
つ
ば
さ
会
）
」

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
小
泉
大
臣
か
ら
は
、
「
３
文
書

の
改
訂
等
、
大
き
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
新
た

な
内
閣
が
発
足
し
て
１
か
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

中
で
、
こ
の
よ
う
な
時
宜
に
か
な
う
提
言
を
作

成
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
」
旨
の

発
言
が
あ
っ
た
。

な
お
、
11
月
11
日
に
は
、
自
民
党
鈴
木
幹
事

長
、
17
日
は
小
林
政
調
会
長
へ
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

櫻
井
よ
し
こ
氏
の
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
司
会
進
行
）

：

田
北
真
樹
子
氏

パ
ネ
ラ
ー

：

櫻
井
よ
し
こ
氏
、
飯
田
康
之
氏
及
び
岩
田
清
文
氏

テ
ー
マ

激
変
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
の
向
か
う
べ
き
道

第第
5522
回回
中中
央央
防防
衛衛
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

満満員員のの聴聴講講者者

櫻櫻井井よよししここ氏氏

飯飯田田康康之之氏氏

岩岩田田清清文文氏氏 田田北北真真樹樹子子氏氏
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中央防衛セミナー

１１

憲憲
法法
のの
改改
正正

（（
１１
））
「「
戦戦
争争
放放
棄棄
」」
「「
戦戦
力力
不不
保保
持持
」」
「「
交交
戦戦
権権
否否
認認
」」
条条
項項
のの
削削
除除

（（
２２
））
緊緊
急急
事事
態態
条条
項項
のの
整整
備備

２２

安安
全全
保保
障障
政政
策策
のの
見見
直直
しし

（（
１１
））
我我
がが
国国
防防
衛衛
をを
担担
うう
軍軍
事事
組組
織織
のの
明明
確確
化化

（（
２２
））
軍軍
人人
にに
準準
ずず
るる
地地
位位
とと
しし
てて
のの
「「
防防
衛衛
官官
（（
仮仮
称称
））
」」
のの
制制
定定

（（
３３
））
防防
衛衛
法法
制制
のの
見見
直直
しし

３３

防防
衛衛
力力
のの
強強
化化

（（
１１
））
よよ
りり
主主
体体
的的
なな
防防
衛衛
力力
のの
構構
築築

（（
２２
））
防防
衛衛
装装
備備
移移
転転
のの
促促
進進

（（
３３
））
継継
戦戦
基基
盤盤
のの
強強
化化

（（
４４
））
統統
合合
作作
戦戦
能能
力力
のの
進進
化化

（（
５５
））
戦戦
力力
組組
成成
のの
抜抜
本本
的的
転転
換換

（（
６６
））
省省
庁庁
間間
協協
力力
のの
ささ
らら
なな
るる
推推
進進
及及
びび
各各
省省
庁庁
所所
管管
規規
制制
等等
のの
改改
善善

４４

人人
的的
基基
盤盤
のの
強強
化化

（（
１１
））
退退
職職
後後
のの
自自
衛衛
官官
をを
雇雇
用用
すす
るる
新新
たた
なな
制制
度度
（（
準準
防防
衛衛
官官
（（
仮仮
称称
））
））

のの
創創
設設

（（
２２
））
退退
職職
自自
衛衛
官官
にに
対対
すす
るる
新新
たた
なな
年年
金金
制制
度度
等等
のの
創創
設設

（（
３３
））
戦戦
死死
傷傷
者者
及及
びび
家家
族族
にに
対対
すす
るる
国国
家家
とと
しし
てて
のの
対対
応応
のの
具具
体体
化化

５５

安安
全全
保保
障障
にに
関関
すす
るる
国国
民民
全全
体体
のの
意意
識識
のの
高高
揚揚

（（
１１
））
安安
全全
保保
障障
教教
育育
のの
充充
実実

（（
２２
））
国国
民民
にに
対対
すす
るる
安安
全全
保保
障障
関関
連連
情情
報報
のの
発発
信信
拡拡
大大

６６

日日
米米
同同
盟盟
のの
ささ
らら
なな
るる
強強
化化

（（
１１
））
日日
米米
統統
合合
共共
同同
作作
戦戦
能能
力力
のの
強強
化化

（（
２２
））
拡拡
大大
抑抑
止止
のの
強強
化化

11
月
18
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ

谷
に
お
い
て
第
52
回
中
央
防

衛
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
家
基
本
問

題
研
究
所
所
長
・
櫻
井
よ
し

こ
氏
の
基
調
講
演
の
後
、
明

治
大
学
教
授
・
飯
田
康
之
氏

と
元
陸
上
幕
僚
長
・
岩
田
清

文
氏
が
加
わ
り
、
産
経
新
聞

東
京
編
集
局
編
集
長
の
田
北

真
紀
子
氏
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
会
場

収
容
定
員
の
２
８
０

名
を
超
え
る
約
３
０

０
名
の
聴
講
者
の
前

で
行
わ
れ
、
同
時
に

Y
o
u
T
u
b
e

で
ラ
イ

ブ
配
信
を
実
施
し
た

ほ
か
、
12
月
１
日
か

ら
録
画
配
信
し
て
い
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の

内
容
の
サ
マ
リ
ー
は
次
の
と

お
り
。

櫻櫻
井井
よよ
しし
ここ
氏氏
のの
基基
調調
講講
演演

櫻
井
氏
は
基
調
講
演
で
、

日
本
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
る

現
状
認
識
と
し
て
「
日
本
は

情
報
発
信
が
乏
し
く
、
国
民

の
安
全
保
障
へ
の
理
解
が
小

学
生
レ
ベ
ル
に
あ
る
」
と
述

べ
、
特
に
中
国
の
動
向
と
台

湾
情
勢
を
正
確
に
捉
え
る
必

要
性
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
中
国
駐
大
阪
総
領

事
に
よ
る
暴
言
問
題
や
「
存

立
危
機
事
態
」
を
め
ぐ
る
国

会
論
戦
に
触
れ
、
メ
デ
ィ
ア

や
政
治
家
が
状
況
を
誤
解
し

て
い
る
点
を
指
摘
。
日
本
が

中
国
に
対
し
て
曖
昧
な
姿
勢

を
取
れ
ば
国
際
秩
序
の
中
で

不
利
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
高
市
総
理
は
発
言
を
撤

回
せ
ず
、
日
本
と
し
て
の
立

場
を
明
確
に
発
信
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
た
。
さ
ら

に
、
台
湾
問
題
は
も
は
や
中

国
の
内
政
問
題
と
し
て
処
理

で
き
る
段
階
に
は
な
く
、
武

力
統
一
の
可
能
性
が
あ
る
以

上
、
日
本
も
責
任
あ
る
立
場

を
取
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
パ
ネ
ラ
ー
の
岩
田
氏

と
飯
田
氏
の
２
名
が
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
発
表
し
、
田
北
モ

デ
レ
ー
タ
ー
の
質
問
に
対
し
、

櫻
井
氏
も
加
わ
っ
た
３
名
に

よ
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。

〇〇
岩岩
田田
氏氏
発発
表表
内内
容容

岩
田
氏
は
最
初
に
、
中
国

人
民
解
放
軍
の
台
湾
侵
攻
準

備
が
「
演
習
段
階
を
超
え
て

作
戦
準
備
状
態
に
入
り
つ
つ

あ
る
」
と
衛
星
画
像
等
を
用

い
て
分
析
し
た
現
状
を
説
明

し
た
。

中
国
は
ミ
サ
イ
ル
３
１
０

０
発
の
増
強
、
台
湾
封
鎖
訓

練
の
反
復
、
空
母
打
撃
群
の

外
洋
展
開
、
さ
ら
に
は
台
北

市
街
地
を
模
し
た
巨
大
演
習

場
の
建
設
な
ど
、
「
２
０
４

９
年
の
中
華
民
族
復
興
」
に

向
け
て
軍
事
力
を
急
拡
大
。

台
湾
有
事
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
の
関
与
の
有

無
が
戦
況
を
左
右
す
る
と
さ

れ
、
現
状
に
お
い
て
は
日
本

の
戦
略
見
直
し
が
急
務
だ
と

強
調
し
た
。
ま
た
、
米
中
の

軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
、
米

国
の
本
土
防
衛
優
先
と
い
う

方
針
転
換
の
兆
し
を
踏
ま
え
、

日
本
は
装
備
移
転
・
情
報
戦

組
織
・
防
衛
産
業
育
成
・
自

衛
官
処
遇
改
善
・
核
抑
止
・

憲
法
改
正
な
ど
７
項
目
の
早

急
な
改
革
が
必
要
と
訴
え
た
。

〇〇
飯飯
田田
氏氏
発発
表表
内内
容容

飯
田
氏
は
経
済
政
策
の
視

点
か
ら
、
中
国
と
沖
縄
報
道

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
そ
し
て
高
市

政
権
の
経
済
政
策
の
本
質
を

説
明
。
高
市
政
権
は
「
危
機

管
理
・
投
資
」
を
中
核
と
し
、

こ
れ
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
延

長
で
は
な
く
「
現
代
サ
プ
ラ

イ
サ
イ
ド
経
済
論
」
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。

特
に
、
防
衛
産
業
を
成

長
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
、
高
圧
経
済
（
人
手
不

足
の
状
態
を
あ
え
て
作
っ
て
、

経
済
を
強
く
す
る
考
え
方
）

を
活
か
し
た
技
術
導
入
促
進
、

人
的
資
本
へ
の
投
資
の
重
要

性
を
述
べ
、
ま
た
、
西
側
諸

国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
断

絶
が
広
が
り
、
西
側
で
製
造

力
が
弱
っ
た
中
で
、
日
本
は

技
術
・
人
材
・
産
業
基
盤
を

維
持
し
て
お
り
、
国
が
本
気

で
防
衛
産
業
を
育
て
れ
ば

「
世
界
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
中
核
」
を
担
え
る
だ
け

の
土
台
が
あ
る
と
述
べ
た
。

〇〇
３３
者者
にに
よよ
るる
討討
議議
（（
櫻櫻
井井

氏氏
・・
岩岩
田田
氏氏
・・
飯飯
田田
氏氏
））

討
議
で
は
「
日
本
が
中
国

に
対
し
て
持
ち
得
る
切
り
札

は
何
か
」
が
テ
ー
マ
に
。
岩

田
氏
は
中
国
共
産
党
の
最
大

の
脆
弱
性
は
「
国
内
民
意
」

で
あ
り
、
日
本
は
情
報
発
信

力
の
強
化
を
抑
止
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
と
主
張
。
櫻

井
氏
は
、
日
本
に
は
レ
ア
ア
ー

ス
資
源
や
技
術
力
な
ど
多
く

の
潜
在
的
切
り
札
が
あ
り
、

現
実
を
直
視
し
自
信
を
持
つ

べ
き
だ
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

日
本
・
台
湾
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

備
蓄
や
イ
ン
フ
ラ
協
力
な
ど
、

具
体
的
な
戦
略
的
支
援
が
日

本
の
役
割
に
な
る
と
強
調
。

飯
田
氏
は
、
急
激
な
少
子

化
に
よ
り
中
国
の
人
的
戦
力

は
20
〜
30
年
で
大
幅
に
弱
体

化
す
る
と
し
、
「
時
間
は
日

本
の
味
方
で
あ
る
」
と
分
析
。

西
側
に
よ
る
レ
ア
ア
ー
ス
供

給
網
整
備
も
中
国
の
攻
勢
を

鈍
ら
せ
る
要
因
に
な
る
と
し

た
。
最
後
に
櫻
井
氏
は
、
高

市
総
理
の
発
言
が
中
国
に
と
っ

て
強
い
抑
止
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
が
主

体
的
に
戦
略
を
構
築
す
べ
き

だ
と
結
ん
だ
。

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広
様

５
千
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

野
口
英
臣
様

１
万
円

（
十
一
月
三
十
日
現
在
）

つつばばささ会会水水交交会会陸陸修修偕偕行行社社隊隊友友会会

岩
﨑
隊
友
会
理
事
長
、
湯
浅
陸
修
偕
行
社
安

全
保
障
委
員
会
委
員
長
、
村
川
水
交
会
専
務
理

事
、
杉
山
つ
ば
さ
会
会
長
は
、
11
月
27
日
、
小

泉
防
衛
大
臣
に
対
し
令
和
７
年
度
政
策
提
言
書

を
提
出
し
た
。
今
年
度
は
、
国
家
防
衛
戦
略
等

３
文
書
の
改
訂
を
次
年
度
に
控
え
、
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
の
進
捗
を
前
提
と
し
た
更
な
る
未

来
を
見
据
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
日
、

大
臣
に
先
立
ち
大
和
防
衛
事
務
次
官
を
訪
問
し

政
策
提
言
書
の
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
10
月

27
日
に
は
４
幕
長
へ
の
説
明
を
実
施
し
て
い
る

（
隊
友
11
月
号
参
照
）
。

冒
頭
、
岩
﨑
理
事
長
の
挨
拶
、
西
担
当
執
行

役
の
説
明
の
後
、
各
団
体
か
ら
は
「
自
衛
隊
と

自
衛
官
の
地
位
の
明
確
化
、
情
勢
緊
迫
時
の
各

省
庁
間
協
力
に
関
す
る
具
体
的
な
処
置
と
演
練

に
つ
い
て
（
陸
修
偕
行
社
）
」
「
有
事
に
お
け

る
民
間
力
の
活
用
の
具
体
策
に
つ
い
て
（
水
交

会
）
」
「
反
撃
力
の
実
効
性
の
保
持
、
不
要
に

な
っ
た
弾
薬
の
処
理
に
つ
い
て
（
つ
ば
さ
会
）
」

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
小
泉
大
臣
か
ら
は
、
「
３
文
書

の
改
訂
等
、
大
き
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
新
た

な
内
閣
が
発
足
し
て
１
か
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

中
で
、
こ
の
よ
う
な
時
宜
に
か
な
う
提
言
を
作

成
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
」
旨
の

発
言
が
あ
っ
た
。

な
お
、
11
月
11
日
に
は
、
自
民
党
鈴
木
幹
事

長
、
17
日
は
小
林
政
調
会
長
へ
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

櫻
井
よ
し
こ
氏
の
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
司
会
進
行
）

：
田
北
真
樹
子
氏

パ
ネ
ラ
ー

：

櫻
井
よ
し
こ
氏
、
飯
田
康
之
氏
及
び
岩
田
清
文
氏

テ
ー
マ

激
変
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
の
向
か
う
べ
き
道

第第
5522
回回
中中
央央
防防
衛衛
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

満満員員のの聴聴講講者者

櫻櫻井井よよししここ氏氏

飯飯田田康康之之氏氏

岩岩田田清清文文氏氏 田田北北真真樹樹子子氏氏

引越の引越の見積見積はは

お問い合せ
公益社団法人 隊友会
事務局（事業課）
〒162-8801 東京都新宿区市谷本村町5 番 1 号
電話　080-6248-0298　080-6842-8746

一括して一括して
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日本通運、サカイ引越センター、アート引越センター、日本通運、サカイ引越センター、アート引越センター、
ハート引越センター、アリさんマークの引越社、ハート引越センター、アリさんマークの引越社、
三八五引越センター、離島引越し便三八五引越センター、離島引越し便

から希望会社の見積を隊友会隊友会へへ!!!!
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